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---e_o-与モ/ミト 2009年度第22回研究大会講演記録

「北アメリカ極北先住民の食文化と社会変化

ーカナダ・イヌイットとアラスカのイヌピアットを中心に-J

日 時:2009年11月15日(日)

場:実践女子大学香雪記念館ム一品

特別講師:国立民族学博物館・総合研究大学院 岸上伸啓先生

1.はじめに

私の研究のおもな目的は、カナダに住んでいるイヌイッ

トの人びとや、アラスカのイヌピア ットの人びとの現代の

生活様式を文化人類学的な視点から記録に残し、分析する

ことです。 1984年からカナダ・ハドソン湾沿岸の村で調査

をはじめ、その後1996年から都市に移住したイヌイットの

人びとの生活についても研究を進めてきました。数年前か

らは、今でもホッキョククジラを獲って、それらを食料と

しているアラスカの先住民イヌピアットの捕鯨文化につい

て研究を進めています。

今回は、カナダ極北地域とカナダの都市に住んでいるイ

ヌイットの人びと、そしてアラスカの捕鯨民イヌピアット

の人びとを事例として、彼らの生活や食文化について、さ

らに、それにまつわる問題点についてお話していきたいと

思います。

2.文化人類学的視点

私の研究は文化人類学という学問分野に属します。現地

で一定期間、極北地域の先住民の人びとと生活を共にしな

がらデータを集め、そのデータをもとに彼らの生活誌や民

族誌を書き上げることを目的のひとつとしています。この

分野の研究は、 2つの重要な視点に立脚しています。

一つ目は、全体論的視点や関係論的な視点と呼ばれるも

のです。例えば、イヌイットの食文化を調査するときに、

彼らの社会制度や親族関係、宗教観、儀礼、階層、利害関

係などのさまざまな社会的要素と食文化がどのように関連

し、結びついているのかを検討しながら、食文化を理解す

るという立場をとります。そのため、ひとつの文化要素と

ほかの文化要素の関係に注意を向けながら調査するフィー

ルドワークが必要となります。可能な限り全体を把握して、

研究対象を全体の中にある他の諸要素と関連づけながら現

象を理解することが重要です。

二つ日として、文化人類学の基本として、相手の立場に

たって物事を見ていく視点をとります。特定の現象や活動

を文化的な脈絡の中に位置づけながら理解を試みることで
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あると言い換えることができます。その上で、外の視点、

内の視点を常に相対化しながら、調査対象の現象を理解し

ていこうとする立場、すなわち相対主義的な立場をとるこ

とが重要です。

これらの視点を踏まえ、本題を論じていきたいと思いま

す。

3.極北の自然環境とイヌイットの歴史

まず、極北の自然環境とイヌイットの歴史についてお話

します。

カナダの極北地域に住んでいる先住民は、かつては「エ

スキモー」と呼ばれ、現在では「イヌイット」と呼ばれて

います。「エスキモーJと「イヌイ ット」の違いから説明

しましょう 。「エスキモー」という名称をさす単語は、も

ともと彼らの近隣に住んでいた人びと、おもにアルギンゴ，

ン語族系の先住民(クリ 一、オジブワら)の言葉で 「生肉

をくらうJI生肉をくらう輩Jという意味を持っていまし
たD この言葉が、英語の中に入札英語の単語として英語

圏の人びとの間で浸透し使われるようになりました。しか

し、 1960年代から1970年代にかけてカナダで先住民運動が

盛んになるに従い、「エスキモー」という言葉の使用に対

して、当事者の人びとが反対するようになりま した。民族

名称として「生肉を食べる輩」という呼び方は民族を差別す

る用語ではないかという意見が出たのです。そして1970年

代からカナダでは「エスキモー」という言葉の使用をやめ、

先住民に配慮した「イヌイットjという言葉を使うように

なりました。

「イヌイット」とは、「エスキモーJと呼ばれていた人び

との母語であるイヌクティトゥット(語)で「人びとjと

か「人間たちJを意味する単語です。単純に定義すると、
「イヌイ ットjとは極北地域をおもな居住地として、イヌイ

ット語を母語とする人々を指しています。しかしながら、

「エスキモー」と総称されてきた人びとには、地域ごとに異

なる民族名称があります。ロシアのチュコト半島沿岸地域

のユビート(2千人)、アラスカのイヌピアット(1万5千
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人)や ユ ピー ト(3万 人)、 カナダのイヌヴィアルイットや

イヌイット(あ わせて約5万 人)で あり、「イヌイット」と

いう名称は、カナダに在住する一部の集団の名称です。ま

た、 グリーンランドでは、グリー ンランド人 という意味で

カラー リット(4万5千 人)を 使っています。

　アラスカに住んでいる人び とは、「イヌイット」 と呼ば

れることを嫌い、自分たちは 「イヌピアット」「ユピー ト」

であると主張 しています。さらに、彼 らは、「エスキモー」

とい う言葉に対 して差別用語 という考えは少 なく、今 も

「エスキモー」 という言葉を使用しています。つまり、「イ

ヌイット」 という言葉は、極北地域の全ての民族 を網羅す

る言葉 としては適切ではないことが分か ります。

　極北地域の先住民の集合呼称 として、先住民運動に携わ

つている人びとは、問題があるものの 「イヌイット」を使

用していますが、考古学者や言語学者は、従来通 り 「エス

キモー」という呼称を使用 しています。

　 このように、極北先住民は多様な民族群であることを認

識 してお く必要があ ります。過去200年 の問に民族間の混

血が進み、民族集団ごとの人口の把握 は難 しいのですが、

現在の極北先住民の総人口は、おお よそ13万 人から15万 人

位と試算されています。

　次に 「極北」と 「北極」の違いについて説明したい と思

います。「極北」 とは人文学 ・社会科学的な定義です。イ

ヌイットが 住んでいる地域を 「極北地域」 と申します。一

方、「北極」は物理学的定義で、北緯66度33分 より北の地

域 をさします。そこは1年 の うち1日 以上太陽が沈まない

日や1日 以上太陽が昇らない 日がある地域です。このよう

に 「極北」と 「北極」では、意味が違います。

　 イヌイットの人びとは、ほぼ北緯55度(森 林限界)か ら

70度 ぐらいの間に居住 しています。そのあた りの自然環境

は、ツンドラ地帯 と呼ばれています。陸地は見渡すか ぎり

高木が生えず、地下は数メー トルから数百メー トルにかけ

て1年 中凍結し、夏の期問だけ地表の一部が溶けるという

永久凍土の状態です。 このため地面を30cm掘 り起こすにも

数時間はかか ります。 さらに、高緯度であるため6月 中旬

から8月 下旬までは太陽が沈まない白夜が、ll月 の終わ り

から1月 の終わ りまでは太陽が昇 らない長夜が続 きます。

夏の月間平均気温は10度位、冬は零下20度 以下になります。

年間降水量は意外に少なく20～40cm位 です。イヌイットが

住む地域は、砂漠のような乾燥地域 なのです。 このように

北極地域は低温低湿です。

　次に、歴史的な背景について述べ ます。人類はおそ くと

も13000年 位前にはアジアから新大陸に移住していました。

イヌイットの祖先は、何回かに分かれて移住 したグループ

のうち最後の渡米グループのひとつであったようです。彼

らは4500年 前に北極圏に居住 していました。 しかし、現在

のイヌイットと最初のグループとの問には物質文化や血縁

関係の上でも断絶が見られます。

　現在のイヌイットの祖先は、10世 紀ごろにアラスカで出

現 した捕鯨文化をになつた人びとです。10世 紀以後、地球

は気候が暖か くなり、北極海には鯨がた くさん生息するよ

うにな り、捕鯨が盛んになりました。そ して10世 紀から11

世紀頃、捕鯨文化である 「チューレ文化」が発生しました。

しかし、12世 紀頃から地球は寒冷化し、北極海周辺の海域

では鯨が生息する場所が少なくな ります。 このため捕鯨文

化は変化してい くのです。鯨以外の生物を中心 に、それぞ

れの地域でそれぞれの獲物の狩猟を強いられましたが、「チ

ューレ文化」 と比べると獲物の種類が地域的に多様化 しま

した。15～16世 紀以降にはさらに寒冷化が進み、寒さはピ
ークに達 しました。そのためイヌイットの人びとは、移動

手段 として犬ぞ りを使い、雪の家(イ グルー)を 作 り、生

肉を食べるという生活様式に変化しました。 これが 「エス

キモー文化」の始まりです。18世 紀初めにヨーロッパ人は、

狩猟 を中心 とした生活を営むイヌイットの人びとの生 き様

を 「エスキモー文化」として紹介 しました。「エスキモー文

化」は人類の祖先の文化のような古い ものだと思われがち

ですが、実はわが国の鎌倉時代以降に成立 した、比較的新

しい文化なのです。

　イヌイッ トの人びとが寒冷地に適応できた秘密は、衣食

住にあ りました。寒いところに適応で きるように毛皮の衣

類を身につけ、生肉や脂をいっぱい食 しました。また、あ

ざらしの皮を夏用のテン トにし、冬には ドーム型の雪の家

に住みました。 このような生活 をすることで寒さに適応す

ることができ、生 き延びてきたのです。

　 しかし、20世 紀に入 り、宣教師や毛皮の交易者、政府の

役人など、外部 との接触が頻繁になるにつれ、生活環境 も

変化 してきました。最も大 きな変化は、1960年 代にカナダ

政府が季節移動をしていたイヌイットを村に定住させてし

まったことです。 カナダ政府は、イヌイットの人びとに学

校教育を施 し、英語 を教え、カナダ国民 となるようにと同

化政策を押 し進めたのです。当時、多 くの人は、このまま

イヌイットが定住生活に移行すると彼 らの伝統的な生活は

大 きく変化 し、消滅するであろうと懸念 していました。と

ころが、再びその流れが変化 したのです。1973年 に、ブリ

テイッシュコロンビア州に住んでいたニスガーという先住

民族の古老コルダーが、「自分たちの土地の返却」 を求め

て、カナダの最高裁 に訴えを起 こしました。結局、判決で

は先住民側は敗訴 しました。 しかし判決文には、国と条約

を結んでいない先住民族またはグループに対 して、土地の

所有権は存在すると明記されたので した。そのため、カナ

ダ政府は、条約を結んでいなかつた先住民 グループと協議

を始めました。そして現在のイヌイットの入びとは、土地

の所有権、生業権、言語権、教育権などさまざまな権利 を

獲得 し、補償金を受け取 り、制限つ きですが政治的自律化

を果たしたのです。2006年 の国勢調査によると、約5万 人

のイヌイットがカナダに居住 しています。そのうち約8千
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人(約20%)の イ ヌ イッ トが、 モ ン トリオー ルやオ タワな

どの極北地域以外の都市部に居 住 してい ます。

4.カ ナダ ・イヌイット社会の現状一極北地域 と都市部

　カナダ極北地域のイヌイットの服装について、イヌクジュ

アクという村の飛行場の待合室で、その様子を見てみると、

彼らはジーンズをはき、既製品の防寒具を着用するなど、南

の都市部の製品を利用 しています。現在では、ほとんどの人

は毛皮を衣服の素材 として利用 しておらず、毛皮服はハンタ

ーが狩猟時に限定して使用するものです。真冬に狩猟に出か

けるときには、何人かのハンターは今でもカリブー(野 生 ト

ナカイ)の 毛皮でつ くった上下を着ています。

　住宅について述べますと、彼 らはかつては雪の家やアザ

ラシの皮で作ったテントで過ごしていましたが、現在では

カナダ政府が提供 したプレハブ住宅に住んでいます。これ

らの住宅には電気が供給されています。年に1回 タンカー

で重油 を運んで きて備蓄 し、村の外れにある発電所で石油

を使って発電 しているのです。住宅内は24時 間電気が供給

され、灯油タンクを完備 したセ ントラルヒーティングで暖

房を行い、真冬でも室温は25度前後あ ります。水は、凍結

してしまうため、配水車で週1回 程度、各住宅に配給され

たものを使用 し、使用後の下水は住宅の大 きなタンクに溜

め、汚水収集車で回収するシステムです。室内設備として

は、電子レンジ、テレビ、洗濯機など家電製品、水洗便所

や温水 シャワーがあ ります。さまざまなタイプの住宅が存

在 していますが、3LDK住 宅が もっとも多いタイプです。家

によっては室内に観賞用の植物 もあ り、ネコなどのペッ ト

をかっている家 もあ ります。カナダ南部の都会の生活とほ

ぼ変わらない様子がうかがえます。ただし、夏には人によ

つては1週 間か ら長 くて3カ 月にわた り、家族単位でまた

は親族集団でキャンプに出かけます。そのときは2メ ー ト

ル四方のキャンバス布地製テントで過ごします。ちなみに

現在では、道具の制作や裁縫など伝統技術は学校教育を通

して古老(祖 父の世代)が 孫の世代に伝えています。

　イヌイッ トは、住宅の室内冷凍庫に多 くの生肉を保存 し

ています。通常、祖父や祖母が同じ村 に居住 している場合

は、子どもや孫たちが親や祖父母の家を訪れ、一緒に昼食

や夕食を摂る傾向にあ ります。食事内容を見てみると、ア

ザラシやカリブーの肉、ホッキョクイワナという魚を切 り

身にしてアザラシの油につけて食べています。それ らを煮

て食べることもあ ります。後でも述べますが、最近ではカ

ナダ南部やアメリカで製造 された加工食品の消費量が増加

しつつあります。

　 イヌイッ トの人びとは捕獲 した生肉をほかの人に売つて

現金を得ることはせず、親族や村びとの間で分け合います。

狩猟 ・漁労により食料は確保できても狩猟による現金収入

は見込めません。しか し、狩猟 ・漁労をするためのスノー

モービルの燃料を買うためにはお金が必要です。そこに現

代のイヌイット社会の矛盾があ ります。現金収入源 として

は、村に存在する公的機関や生協などの仕事か ら得る賃金、

老年者に対する年金や政府が提供する各種の生活補助金 な

どがあ ります。また、現金収入のひ とつ としてイヌイッ

ト・アー トの制作販売 もあります。地元にある滑石や蛇紋

岩を用いて彫刻品を制作 した り、版画を作った りして現金

収入を得ています。ハ ンターやその家族は、これ らの収入

を狩猟 ・漁労をするために利用しています。自然の中で生

活していると言われているイヌイッ トの人びとも、石油燃

料社会に生 きているのが現状です。 日常の狩猟 ・漁労 には

日本製などのスノーモービルを使い、犬ぞ りはレースや観

光用にのみ使用 しています。犬のえさの確保や健康管理な

ど多大な労力と維持費がかかって しまうため、カナダでは

犬ぞ りは趣味の範囲の使用に留まっているのです。

　冬の漁労は、湖氷上から網をはり、 自然に獲物がかかっ

て くるのを待ち、これを2～3日 繰 り返し、た くさんの魚

をとります。主な獲物はホッキョクイワナという鮭 に似た

味がする魚です。鮭はジス トマという寄生虫がいるので、

生食ができません。寄生虫がいないイワナ類を食用として

生で食べています。

　 なお、私の調査地であるアクリヴィク村では、地元で と

れる海獣(ア ザラシ、セイウチ、シロイルカ、ホッキ ョク

クマなど)、陸獣(カ リブー、ホッキョクウサギなど)、鳥

類(バ クガン、カナダガン、ライチョウ、ケワダガモ、鳥

の卵など)、魚類(ホ ッキョクイワナ、 コクチマス、ホワ

イ トフィッシュなど)、 その他(ベ リー類、二枚貝、コン

ブ、ウニなど)を 食料 としています。誤解を避けるために

言つておきますが、現在のイヌイット社会ではパ ンやパス

タ類、ミルク、肉類、野菜、果物、缶詰などが カナダの南

部から空輸され、流通 しています。現金があれば、地元の

スーパーや生協の店舗でそれ らの食料を購入 し、食べるこ

とができます。年々、外部か ら持ち込まれる食料の消費量

は増加の傾向にあ ります。

　前述 したようにイヌイット社会では、ハ ンターが捕獲 し

た獲物は食料を必要 とする家族や親族、友入に分 け与えま

す。この食物分配の慣習のおかげでイヌイット社会では、

飢えることが少ないといえます。

　極北地域につ くり出された定住村落でイヌイットが生活

を開始した1960年 代 には、看護師、学校の先生、警官たち

がそれらの村に駐在するようにな りました。そして北極圏

内でも初等教育が行われるようにな りました。1970年 代半

ばまでは、同化教育 として英語を教えてきましたが、70年

代以降に先住民が教育権を獲得 してからは、 自分たちで教

育委員会を持ち、カリキュラムを立て、教育を行つていま

す。現在、小 ・中学校での学校教育は、カナダ社会に適応

できるように英語やフランス語を教える一方で、イヌイッ

ト語や伝統的な生活の技術 も教えています。将来的には、

イヌイットの先生 をより多 く養成し、イヌイット語で科 目
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を教える人材 を育てることを目指 しています。幼稚園か ら

小学3年 生まではイヌイット語を教え、その後は英語 とイ

ヌイット語を教えることを実践 し、イヌイッ トが 自らのア

イデ ンティティを保ちながら、狩猟社会で生きていける人

材の育成を目指 しているのです。

　 宗教は、20世 紀のはじめごろから大 きく変化しました。

シャーマニズム的な宗教 を持っていたイヌイットの大半は、

宣教師の活動の影響 を受けてキリス ト教 に改宗 しました。

当時、カナダはイギ リス領であったため英国国教会派が主

流でした。 ところが80年 代から、ペ ンテコス ト派など原理

主義的な宗派が、信者の獲得 を目指 し、積極的に布教活動

を行いました。その結果、 イヌイッ トが属するキリス ト教

の宗派が多様化 しました。 どの宗派に属 していてもキリス

ト教徒である現在のイヌイットにとっては復活祭とクリス

マスは重要です。 これらの時には、村びと全員が村の集会

所に集まり祝宴を開催 し、生肉や生魚を食べたり、フォー

クダンスをしたりして夜を明かします。 しかし、伝統的に

お酒を作つて飲む習慣がなく、公の祝宴ではお酒を一切飲

むことはあ りません。ヨーロッパ人と接触 した後、持ち込

まれたお酒で トラブルが相次 ぎました。このため、多 くの

イヌイットの村ではお酒の売買は条例で禁じられています。

　 このような状況の中で、現在のイヌイット社会には、さ

まざまな問題が持ち上がっています。ひとつは十代の若者

の自殺、それか らアルコール依存の問題、最近では麻薬の

問題 も指摘 されています。食生活では地元産の ものよりも

加工された食べ物の方が多 くなり、加工油や食塩 ・砂糖を

多 く摂取するようになって、さまざまな健康問題を引き起

こしています。イヌイットの平均寿命は、1960年 代頃は40

才前後 と短 く、乳幼児死亡率が非常に高かつたのですが、

その後、医療の充実により乳幼児死亡率が減 り、平均寿命

は上昇 していきました。しか し、さまざまな健康問題 をか

かえ、平均寿命は伸び悩み、現在では地元の食べ物は健康

に良い ということを、政府 も医師 も指摘するようになりま

した。

　極北地域では出産による人口の 自然増加が著 しい一方

で、1980年 代からカナダ南部にある都市に移住するイヌイ

ッ トが急増 しています。例 えば、モ ントリオールには、

1992年 国勢調査では320人 が居住 していましたが、2006年

には590名 に達 しました。 イヌイッ トの総人口の約15%～

20%の 人が、都市部に移住 して生活 している と考えられま

す。私は、モントリオールに移住したイヌイットの生活の

調査を1996年 から開始 しました。その結果、移住 したイヌ

イットの一部は成功 していますが、大部分は失業し、貧困

やホームレス、薬物中毒、食べ物を手に入れることがで き

ないなどといつた問題 をかかえていることが分か りまし

た。彼 らに移住する理由を聞いてみると、「北にはさまざ

まな問題がある」「住宅が限られている」「教育機関がない」

「病院もない」 など、人びとを極北地域の村から南の都市

部に押 し出す要因が存在 し、逆に、都市には個人の 自由を

受け入れる風潮や良い住宅環境など人びとを引 きつける要

因が存在 しています。特に最近は、イヌイットの女性が都

市部に移住する傾向が顕著に認められます。

5.ア ラスカの捕鯨民と鯨食文化

　 ホ ッキョククジラは成獣で体長が15～18メ ー トル、体重

が50～60ト ンあ り、ベーリング海と北極海を季節的に回遊

しています。アラスカの沿岸部に住むイヌピア ットとユ ピ

ー トは、今でもホッキ ョククジラを捕獲 し食料としていま

す。彼らは、肉 ・内臓 ・脂皮、髭、骨などほぼ全ての部位

を利用 します。彼 らの捕鯨文化は、考古学的には紀元後千

年頃に始まり10世紀以上続いているということになります。

　 秋は日本製モーターを付けた中型ボー トを使つて沿岸海

域で捕鯨をしています。捕獲 したクジラは、村の近 くで解

体 します。この作業には、約30入 が従事 しますが、解体に

携わつたすべての人びとに少量の肉などが分配 されます。

また、その場で脂皮の部分が調理 され、そこにいる人びと

に振舞われます。また、翌 日にはボー トキャプテンの自宅

で村びとを対象にした祝宴が開催されます。

　 春になると、村の近 くの海氷原に沿 って海が開けます。

海氷原の海際にほぼ200メ ー トルごとに30余 りの捕鯨グル
ープがキャンプを形成し、ホッキョククジラが回遊して く

るのを待ちます。クジラを発見すると、アザラシの皮を張

り付けたウミアックと呼ばれるボー トに4人 ～8人 が乗 り

込み、捕鯨に従事 します。捕鯨に成功すると秋季猟の時と

同 じように解体と分配を行ない、翌 日にはボー トキャプテ

ンの自宅で祝宴が開催されます。

　春の捕鯨が終わ り、ウミアックを陸に揚げる時に、捕鯨

に成功 したボー トキャプテンが一艘一艘 ごとにアプガウテ

ィという祝宴を開き、鯨の肉、脂皮、発酵した肉を村びと

たちにご馳走します。さらに、6月 には、ナルカタック祭

(ブランケ ットトス祭)と 称 して、その春に捕鯨に成功 し

たキャプテンが村びと全員に対 して祝宴を開くとともに、

ブランケットトス(ト ランポリンのような遊び)や イヌピ

アット・ダンスなどを行います。

　捕鯨をするためには、グループごとに春 と秋あわせて約

350万 円の経費が必要です。慣習や国際捕鯨委員会の規則

によって鯨肉や脂皮を売買することは禁 じられていますの

で、捕鯨か ら現金収入を得ることはで きません。このため、

ボー トキャプテンと乗組員および彼らの家族は、村内の施

設などで仕事をし、稼いだ現金を捕鯨のために投入 してい

ます。

　イヌピァッ トにとつて 「鯨」は世界観においてもとて も

重要な存在です。「鯨」は自らの意思でハ ンターに捕獲さ

れると信 じられています。ハ ンターは 「鯨」を捕獲するこ

とを聖なる行為 とみなしています。イヌピアットは、「鯨」

の命をもらって自分たちの命をつないでいるという考え方
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を守 り続 けているのです。 イヌ ピアッ トに とって、捕鯨 と

は、栄養価や文化的 な価値の高い食料資源 を得 る活動です。

また、捕鯨 に従事 し、鯨 肉や脂 皮 を食べ る ことは、 イヌ ピ

ア ッ トと しての民族的 なア イデ ンテ ィテ ィの基盤 となって

い ます。

6.極 北先住民の食文化の特徴と変化

　現在、 この重要な食料資源が危機に見舞われています。

地球の温暖化によって海氷が減少し、海底油田の開発、北

極航路の観光開発が進み、捕鯨活動に影響を与えています。

極北地域の食文化を見てみると、特徴は生食が中心であ り、

干すことや煮ること、発酵 させることを除けば、料理 とい

われるものはほとんどあ りません。食事内容の特徴は、脂

肪を多 く摂取 し、食物繊維はほとんど摂 らず、高タンパク

質、高カロリー食です。そして、狩猟して得たものはみん

なで分かちあって食べることも特徴のひとつです。

　イヌイッ ト料理 とは、アザラシ、シロイルカにしても基

本的には生で食べることが主であり、干 し肉は保存食とし

て、冷凍したものは長期保存食 とな ります。煮る方法もあ

りますが、頻度は少な く、古 くなつた肉を煮て食べている

ようです。ただし、アラスカのイヌピァットは、鯨肉や脂

皮、内臓 を煮て食べることが多いです。セイウチの肉やホ

ッキョククジラの肉などは発酵 させて食べる方法もあ りま

す。アザラシの油は調味料として使用し、 日本人の醤油 と

同じような感覚で使用 しています。

　イヌピアッ トやイヌイッ トの大好物 には、シロイルカや

クジラの脂皮を原料 とする、噛んでも噛んでもかみきれな

い 「マタック」 という食べ物があります。タイヤのゴムを

噛んでいるような、非常に硬 く弾力のある食感です。ただ

し、マタックは煮ると、イカの肉の部分を煮たような食感

となります。煮たマタックはウナールックと呼ばれ、イヌ

ピアットの大の好物のひとつです。

　 このような食文化が、欧米文化の影響 を受け、変化して

います。今まで食習慣になかつたハンバーガーやパスタ類、

パ ン類、バノク(小 麦を揚げたパン)を 食べるようにな り、

でんぷん質や加工食用油が多 く摂取 されるようにな りまし

た。 さらに、砂糖や食塩も多量に使用するようにな り、ス

ーパーマーケットでは調味料などあらゆるものが入手可能

となり、食文化が変化 し、さまざまな問題が起 きてきまし

た。1960年 代の定住化以降、肥満 という健康問題が発生 し

ています。定住化後、野外での活動量が全体 として低下 し

てきました。 しかし、脂肪分を多量に摂取するという伝統

的な食生活の存続のため、また食事の欧米化に伴い、脂質

分やでんぷん質の多い食事内容は肥満 を招 き、特に女性に

肥満が増加 しました。さらにガンや高血圧、糖尿病、虫歯

などが増加 しています。

7.北 アメリカの極北地域における資源 ・環境汚染問題と

　　地球温暖化問題

　北アメリカの極北地域では地球温暖化の影響で北極の氷

が溶けて少な くなり、氷上で子育てをし、生活 してきたア

ザラシやホッキ ョクグマの生活は脅かされ、その数が減少

しています。 また、海氷の減少は、ホッキ ョククジラの回

遊ルー トの変化を生み出し、以前 とくらべ捕鯨が困難にな

ってきています。そ して、環境変化により、今まで予測で

きた気候などの状況が従来の予想では対応で きず、狩猟に

は予測困難な状況が出現 してきているのです。また、環境

汚染によって捕獲 した食料の安全性が脅かされていること

が問題視 されています。

　 極北 地域 に は存在 しなか った残 留性 有機 汚染物 質

「(POPs):PCB,　 DDT,リ ンデンなど」が、1970年 代か ら、

入体やホッキョクグマの体内から検出され、さらに、カド

ミウムや鉛、水銀、亜鉛などの重金属や放射性物質まで検

出されています。ある研究では、イヌイット女性の母乳中

から残留性有機汚染物質が、ケベックの女性に比較 して3

倍 も多 く検出されていると報告 しています。これ らの事実

から、意外な汚染源と極北地域への流入経路が明 らかにな

りました。それは、南アジァや東南アジアなどで使用した

農薬やロシア ・北米の工業地帯の工場からの排気ガスが温

暖化により蒸発 し、ジェット気流 に乗つて運ばれ、北極海

に降下し蓄積されているというのです。その有機汚染物質

をプランクトンが食べ、さらにプランク トンを魚が食べ、

その魚をアザラシが食べ、そのアザラシを人間が食物にす

るという食物連鎖を通 して、人間の体内に蓄積されてしま

うことが分か りました。流れ込んだ有機汚染物質が北極海

の中で蓄積 し、北極海はごみ溜めのようになつています。

　 しかし、汚染源は外か らの影響だけではあ りません。極

北地域内にある軍事基地や村の施設のごみや有害物質が多

量に投棄されています。このようにさまざまな有害物質が、

極北地域を汚染 している事実が認められました。

　そして、汚染物質は時間を経るに従い、動植物の体内に

蓄積され、食物連鎖の上位に位置する生物体 にはより高濃

度に蓄積されてしまいます。その影響 として、子 どもが生

まれな くなってしまった り、神経系統や免疫系統が侵 され

てしまった りするという弊害が生 まれています。最近の研

究では、イヌイットの子 どもたちの免疫機能が低下 してい

るという報告 もあります。

　そのため、20世 紀末には国連が中心 とな り、極北地域の

調査を行いました。その結果、今なお以前の残留性有機汚

染物質の状況は改善されてお らず、水銀のような重金属類

の蓄積 レベルは上昇し、放射能や石油による汚染の危険度

が増 し、オゾン層の破壊も進んでいるという、かなり厳し

い状況であることが分か りました。

　北極の環境 も南極の環境 もデリケー トであ り、ひとたび

崩れると元の環境に戻すためには数百年かか ります。問題
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は北極も南極も地球環境のバロメータであり、それらの環境

が脅かされているということは、地球の温帯地域も将来的に

危険が迫っている状況になることを予言する指標なのです。

イヌイットは、地元のものをとって食べていますが、その食

べ物が有害物質によって汚染されているのです。さらに、獲

物が、地球温暖化による影響で捕獲することが困難になりつ

つあります。しかも、国際条約により獲物の捕獲も規制され

てしまっています。このようにさまざまなレベルで、極北先

住民の食の安全保障が脅かされているのです。

8.結びにかえて

食というものは、文化やアイデンテイテイの基盤と言わ

れています。従って、極北民にとっては、ホッキョククジ

ラを食べることや地元の食べ物を食べることが、彼らの文

化やアイデンティテイの基盤となるのですD しかしながら、

極北地域における社会変化や環境問題、資源をめぐる国際

政治によって、極北民の食文化が危機に瀕しています。そ

の中で言えることは、極北民の食の安全保障というのは重

要な課題であり、私たちと無関係ではないということです。

われわれの生活が間接的かっ直接的に、地球全体の環境に

影響を及ぼしているのです。私たちの言葉や実際の日々の

行動が、無関係と思っていた人びとに影響を与え、ひいて

は極北先住民に影響を及ぼしている現実を認識すべきであ

り、極北先住民の食文化の変化を鑑みて、われわれの発す

る言葉を含めて、注意が必要であることを、われわれ一人

ひとりが自覚する必要があると考えます。
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